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などを紹介した。 
（2）校内研修の互見授業において、体育の授業にも取り

組んでもらい、体育の授業を見合う機会を作った。 
（3）器械運動については、「マット・跳び箱週間」を設

け、全学年の体育の教育課程の系統化を継続した。 
（4）体育専科教員公開授業を行う。 

別府市の体育主任会や教育課程研究会の協力のも
と、体育専科教員公開授業（１／１９）を行った。
一般の教職員に向けての別府市小学校体育指導力向
上研修会（８／２４）を行った。 

（5）全校での体育的行事を企画する。 
  マラソン大会は中止。長縄大会は３回開催できた。 
●工夫したこと（＆苦労した点）――――― 
①今年度もサーキットトレーニングの用具（ラダー）や、
器械運動週間での用具（跳び箱・マット）を常設した。 

②マラソン大会は中止となったが、長縄大会を毎学期に
開催し、年間を通して記録の向上を目指した。 

③公開授業では、技のポイントの掲示をしたり、タブ 
レットを活用したりした授業を、別府市小学校の体育
主任の先生方に見ていただいた。 

 Check：取組の成果            
①今年度の体力・運動能力調査では昨年度の県の平均よ
り96項目中74項目（77.1％）上回った。握力調査で
県平均を上回ったのは、５月で４学級（33.3％）、１１
月は11学級（91.7％）であった。学年男女別で見ると、
全てで県平均越えている。 

②担当学年の１２月のアンケートでは 102/106 人
（96.2％）の児童が、体力つくりのために自分のめあ
てに向かって頑張っていると答え、95/101人（94％）
の児童が、サーキットトレーニングやストレッチを真
剣にしていると答えた。また友だちと見合ったり教え
あったりすることが楽しいと全員（100％）が答えた。 

③サーキットトレーニングを毎時間実施した学級は、７
月末 7 学級（58.3％）であったが、１２月は 11 学級
（91.7％）に上昇した。 

 Action：今後の課題                
今後もコロナ禍で体力の低下が危惧される中、学校

や体育の授業でどのような取り組みをすべきかを、こ
れからも全教職員で考慮していきたい。そして運動好
きな児童を少しでも増やしていきたい。 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
〇運動好きな子どもの育成や健康教育の促進に向けて全
教職員で取り組む。 

〇コロナ禍の中で、体力・運動能力の低下が予想されるた
め、昨年なみの体力維持を目指す。 
・昨年度のアンケートより「自分のめあてに向かって頑

張りましたか？」の項目で96％、「体育の時間などで、
サーキットトレーニングやストレッチを真剣にして
いるか？」の項目で 97％の児童が頑張れている。そ
れを支えるために、授業中のサーキットトレーニング
の実施率95％以上を目標にしたい。 

・昨年度の体力・運動能力調査では、県の平均より 96
項目中81 項目（84.4％）が上回ったが、握力は例年
落ち込んでいる。そこで今年度は、全種目で昨年度の
県平均値を上回るクラスを全体の 75％以上、握力に
ついては過半数以上としたい。 

2 取組の計画 
① 体力・運動能力調査に向け、練習方法や正しい計測方

法の研修を行う。（希望があれば他校へも訪問する。） 
② 日常の体育の授業を見直し、活性化を図る。 
・授業において、全学級でサーキットトレーニングを積

極的に取り入れ、教育課程に応じ、いろいろな運動を
学習させる。特に握力を高めるために鉄棒や雲梯、上
り棒、肋木を活用したトレーニングに取り組む。 

・指導内容の工夫（場やルール、用具・学習カードの活
用）をし、子どもたちに学習展開を定着させ、子ども
の運動量を確保する。 

・タブレット（ICT）を活用し子どもたちの動きを客観
的に可視化することで、よりよい動きを理解させる。 

・体育用具等の環境整備を行う。 
 ・体育専科教員公開授業研究会を開き、体育の授業の在

り方や指導の仕方などを、別府市全体に広める。 
③ 体育の授業以外にも全員が運動をする時間を増やす。 
 ・可能な限り、全校の体育的な行事（長縄大会・マラソ

ン大会）を計画し、その行事に向けて、休み時間に全
校で練習に取り組む時間帯を設ける。 

・体育や運動に関するアンケートを年間２回実施し、運
動することへの意欲喚起を図る。 

 Do：実践内容               
1 体力・運動能力調査事前研修について 

小学校では別府市内の体育専科教員で手分けをして
市内全部の小学校で事前研修を行った。 

2 体育の授業についての研修 
（1）校内研修で、サーキットトレーニングのやり方（全

校で統一）を説明し、運動場・体育館での場の設定例

運動に親しみ       
心身を鍛える子どもの育成 

大分県別府市立上人小学校 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
コロナ感染予防でいろいろな制限がある中、工夫し

ながら出来る範囲で体力向上の取り組みを全校で継
続してきた。その結果、休み時間、外遊びする子も減
少せず、体力の大幅な低下もなく維持出来ている。 

全校児童数 ２８５名（男子１３５名 女子１５０名） 

全クラス数 １４ 教職員数 ３１名 

体育専科教員訪問学校数 ２校 

訪問校 別府市立朝日小学校・石垣小学校 

体育専科教員名 荒 金 和 彦 
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【Ｒ４年度 学年男女別での握力 ７月・１１月 記録】 

 

【体育専科公開研（１／１９）の様子】（Ｔ１赤峰慎一郎 教諭） 

 

【体育環境の整備】 

 

 １年男 １年女 ２年男 ２年女 ３年男 ３年女 ４年男 ４年女 ５年男 ５年女 ６年男 ６年女 達成率 

県平均 9.29 8.75 10.99 10.51 12.94 12.22 14.82 14.16 16.95 16.70 19.96 19.61  

５月 8.04 7.78 11.83 11.09 13.85 11.64 15.70 14.73 17.95 18.69 20.19 18.12 66.7 

１１月 9.81 9.96 14.88 14.68 14.62 12.54 15.72 15.32 19.63 19.20 23.47 20.83 100 

【どの練習を選べばよいのか説明】 

 

【ハードル走ポイント掲示】 

（いつでもポイントを確かめられる） 

  

【手作りの教具】（足をつきだす感覚） 

 

【ペアで見合い教えあい】 

 

【跳び箱週間を決めて常時設置】 

 

【縄跳び広場のジャンプボードの充実】 

 

  

 


